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Myself Coordinate

Producer’s Voice

2つとして同じ結婚式は存在しない

結婚式の常識 それは二人が創る個性で創られる   「普通」や「当たり前」の概念にしばられることなく

二人のそれぞれの個性が合わさる時　唯一無二の幸せのカタチとなる 

「シンプル」に込める二人の結婚式のカタチ　パーティスタイルではなく　結婚式の本質を問う

自己満足ではないゲスト満足を軸に　二人とプロデューサーが奏でるゲストのための結婚式

「シンプル」=「自分たちらしさ」　1つ 1つの本質を大切にした二人の未来の誓い　幸せのカタチをこれから先も探し続ける

 自分たちのペースで二人らしい人生のために

Story

WEDDING REPORT

＊靴ベラ席札

＊会場コーディネート

＊Welcome スぺース

Myself Coordinate

結婚式だから…という悪い意味での固定概念はなくし 

新郎新婦はもちろん、ゲスト皆様にご満足いただける

ような 結婚式を創っていけるよう心掛けております。 

結婚式は派手にするもので

も、自己満足でもない。

おふたりがゲストに感謝の

気持ちを伝える為のカタチ。 

ゲストがおふたりをここから

祝福する場所。おふたりが

家族になる瞬間。それが結婚

式だと思います。

「おしゃれは足元から」
お洒落にこだわる

二人が選ぶ 
残る記念品

モノクロ
 ~White & Black & Natural~ 

カラーは必要ない
   

 

ドレスチェンジにあわせて
差し色をプラスしたブーケアレンジ

ゲストの予想しないカラードレスを選択
 

こだわりの
ヘアスタイル
新婦が会場の華となる

結婚式のために用意した「特別」ではなく
いつもと同じ 二人の「日常」を
大好きなアイテムでコーディネート

自分たちらしく

おふたりらしいと声をかけられゲスト全員が笑顔で 

『いい結婚式やったな』と言われる度に結婚式をして

よかったと思います。 あっという間の結婚式でしたが

後悔なくできてとても幸せです。 本当にありがとう

ございました。

April 3, 2022  St. Grace Villa Shinsaibashi
Wedding attendance : 挙式+ 披露宴 39

ラウンドテーブルで会話を楽しみながら
キャンパスにゲストと二人の想いを描く

オリジナルエコバッグ

オリジナルバッグ
すべてがGIFTだからこそ
お二人それぞれから
ゲストへお渡し

特別なGIFTが「格別」となる

・普段使いのできるバッグ

・持ち手がレザーで丈夫

・お洒落デザイン

Myself 

GIFT 

forゲスト

「オリジナルエコバッグ」×「モノクロ」 
ベストブライダルオリジナル引出物バッグ

ゲストと創る
キャンパスは
二人の新しい
生活の一部となる

AYAKA KUMAUCHI

「モノクロ」
×

「ベストブライダル オリジナル引出物バッグ」

２人のコーディネートカラーで
ゲストに響く未来につながる特別なGIFT

Myself ラウンドテーブル「キャンパスラウンド」

2 人が描いた
「WITH LOVE」 

結婚証明書


